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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月29日(2012.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　剛毛の複数の房がそこから延在する剛毛表面を有し、前記剛毛は、それぞれが複数の剛
毛を含む複数の房で配列され、前記剛毛は、複数のテーパ付き剛毛および複数のテーパな
し剛毛を備える、歯ブラシヘッドであって、
　前記テーパなし剛毛は、前記表面から２つの異なる長さである第１の長い長さＬＮ１お
よび第２の短い長さＬＮ２まで延在することを特徴とする歯ブラシヘッド。
【請求項２】
　前記テーパなし剛毛はその全てが、実質的に長さＬＮ１だけであるかまたは長さＬＮ２

だけであるように、実質的に２つだけの別々の長さＬＮ１およびＬＮ２まで延在する請求
項１に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項３】
　前記テーパ付き剛毛は、第１の長い長さＬＴ１および第２の短い長さＬＴ２である前記
表面からの２つの異なる長さまで延在する請求項１または２に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項４】
　前記複数の房の１つまたは複数はそれぞれ、複数のテーパ付き剛毛および複数のテーパ
なし剛毛を備え、前記テーパなし剛毛は、前記表面から２つの異なる長さである第１の長
い長さＬＮ１および第２の短い長さＬＮ２まで延在する請求項１から３のいずれかに記載
の歯ブラシヘッド。
【請求項５】
　前記剛毛表面上の前記房は前記テーパなし剛毛を含む房を備え、前記房において、前記
テーパなし剛毛は、前記表面から２つの異なる長さである第１の長い長さＬＮ１および第
２の短い長さＬＮ２まで延在し、前記テーパ付き剛毛は前記房と別個の房に含まれる請求
項１から３のいずれかに記載の歯ブラシヘッド。
【請求項６】
　前記剛毛表面上の前記房は、第１の長い長さＬＮ１だけであるテーパなし剛毛を含む房
、および、第２の短い長さＬＮ２だけであるテーパなし剛毛を含む房を備え、前記テーパ
付き剛毛は、テーパなし剛毛を含む房と別個の房に含まれる請求項１から３のいずれかに
記載の歯ブラシヘッド。
【請求項７】
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　前記剛毛表面上の前記房は、第１の長い長さＬＮ１であるテーパなし剛毛を含む房、お
よび、第２の短い長さＬＮ２であるテーパなし剛毛を含む房を備え、前記房はテーパ付き
剛毛を含むことができる請求項１から３のいずれかに記載の歯ブラシヘッド。
【請求項８】
　歯ブラシ把持ハンドルに接続されているかまたは接続可能であり、それにより、ヘッド
－把持ハンドル長手方向を規定する歯ブラシヘッドであって、前記長手方向に細長く、か
つ、前記長手方向に垂直なヘッドを横切る幅方向を有し、剛毛の複数の房がそこから延在
する剛毛表面を有し、
　前記複数の剛毛房は、
　前記剛毛表面から遠い前記剛毛の端部が、前記剛毛表面に最も近い端部に比べて前記ハ
ンドルから長手方向に遠くなるように、前記剛毛表面に対して７５～８５°の長手成分を
有する方向に傾斜する少なくとも１つの第１の房と、
　前記第１の房から幅方向に離間した少なくとも１つの第２の房であって、前記剛毛表面
から遠い前記剛毛の端部が、前記剛毛表面に最も近い端部に比べて前記ハンドルに対して
長手方向に近くなるように、前記剛毛表面に対して７５～８５°の長手成分を有する方向
に傾斜する、少なくとも１つの第２の房と、を備え、
　少なくとも１つの第１の房および／または少なくとも１つの第２の房はテーパ付き剛毛
を備え、
　前記複数の第１の房は、長い長さを有する第１の房および短い長さを有する第１の房を
備え、前記複数の第２の房は、長い長さを有する第２の房および短い長さを有する第２の
房を備えることのできる歯ブラシヘッド。
【請求項９】
　前記剛毛表面に沿う長手方向成分に関して延在する線に沿って配列された複数の第１の
房、および、前記剛毛表面に沿う長手方向成分に関して延在する線に沿って配列された複
数の第２の房が存在し、第１の房の線は第２の房の線から幅方向に離間する請求項８に記
載の歯ブラシヘッド。
【請求項１０】
　それぞれの前記長い長さは同じである請求項８または９に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１１】
　それぞれの前記短い長さは同じである請求項８、９、または１０に記載の歯ブラシヘッ
ド。
【請求項１２】
　前記第１および第２の房の長い長さは同じであり、前記第１および第２の房の短い長さ
は同じである請求項１１に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１３】
　第１の房の線上で、長い長さの個々の房は、短い長さの房と長手方向に交互に配置され
る請求項８から１２のいずれかに記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１４】
　第２の房の線上で、長い長さの個々の房は、短い長さの房と長手方向に交互に配置され
る請求項１３に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１５】
　剛毛の複数の房がそこから延在する剛毛表面を有し、
　前記複数の剛毛房は、
　前記剛毛表面から遠い前記剛毛の端部が、前記剛毛表面に最も近い端部に比べて前記ハ
ンドルから長手方向に遠くなるように、前記剛毛表面に対して７５～８５°の長手成分を
有する方向に傾斜する少なくとも１つの第１の房と、
前記第１の房から幅方向に離間した少なくとも１つの第２の房であって、前記剛毛表面か
ら遠い前記剛毛の端部が、前記剛毛表面に最も近い端部に比べて前記ハンドルに対して長
手方向に近くなるように、前記剛毛表面に対して７５～８５°の長手成分を有する方向に
傾斜する、少なくとも１つの第２の房と、を備え、
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　前記複数の第１の房は、長い長さＬＮ１を有するテーパなし剛毛を備える房、および、
短い長さＬＮ２を有するテーパなし剛毛を備える房を備え、
　少なくとも１つの第１の房および／または少なくとも１つの第２の房は、同様にテーパ
付き剛毛を備える請求項１に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１６】
　第１および第２の房内のテーパなし剛毛のそれぞれの前記長い長さＬＮ１は同じである
請求項１５に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１７】
　前記第１および第２の房内のテーパなし剛毛のそれぞれの前記短い長さＬＮ２は同じで
ある請求項１５または１６に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項１８】
　長い長さＬＮ１のテーパなし剛毛を含む個々の第１の房は、短い長さＬＮ２のテーパな
し剛毛を含む第１の房と長手方向に交互に配置される請求項１５、１６または１７に記載
の歯ブラシヘッド。
【請求項１９】
　第２の房の線上で、長い長さＬＮ１のテーパなし剛毛を含む個々の第２の房は、短い長
さＬＮ２のテーパなし剛毛を含む第２の房と長手方向に交互に配置される請求項１８に記
載の歯ブラシヘッド。
【請求項２０】
　長い長さＬＮ１または短い長さＬＮ２のテーパなし剛毛を含む個々の第１の房は、それ
ぞれ短い長さＬＮ２または長い長さＬＮ１のテーパなし剛毛を含む２つ以上の房と長手方
向に交互に配置される請求項１５から１８のいずれかに記載の歯ブラシヘッド。
【請求項２１】
　長い長さＬＮ１または短い長さＬＮ２のテーパなし剛毛を含む２つ以上の房は、それぞ
れ短い長さＬＮ２または長い長さＬＮ１のテーパなし剛毛を含む２つ以上の房と長手方向
に交互に配置される請求項１５から１８のいずれか１項に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項２２】
　前記テーパ付き剛毛の長さＬＴは、前記テーパなし剛毛の長い長さＬＮ１より長い請求
項１５から２１のいずれか１項に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項２３】
　傾斜角度は、前記剛毛表面に対して７８～８２°である請求項１５から２２のいずれか
１項に記載の歯ブラシヘッド。
【請求項２４】
　請求項１から２３のいずれかに記載の歯ブラシヘッドを備える歯ブラシ。
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